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［準備物］

の方眼「f「用紙(2

。バルサ月（厚さ2 mm、 8 cmン60cm程度）

。本工用連屹ボンド 。両枷テ-· �、プ＇ 。 はさ

み

。祇やすり 。着色用色鉛筆 。 クレヨン

。 マシックインキなど 。 カッタ ー ナイフ

8 カ：）タ ー板 。えんびつ

。定規 。分度詣

1 。 ブーメランを作る（罪本邸その］ー 〉：：；枚羽根

① 「作用紙に、120度0)角疫て3本の腺をり1く。

虚）中心からBcmO)ところを4c叫旱度いはば｛ごし、

もとC!)郎分を3cm捏度C!)ははに線を弓IC

③羽根［）先の部分は安仝いために、丈しめておく。

①表と裏を[x:別して、 人にはマジックインキなど

てもようをつげておく。

r.百）羽根0)上0)部分が少しふくらむように見みをつ

＊ねらい 身近て安令な材料を便って、 確実
にもどるブ ー メランを作ったり、 さらには
工夫に満ぢたオリジナルブーーメランを作っ
たりして、プ ー メランの戻る原坪に巽味を
持たせるC

けます。

⑥右ぎぎ(/)人は、羽根(/)右側を少し上にそらせる。

2' フーメランを作る〈見本嗣そ0) 2〉4枚羽恨

(1)二作用糾で作る（岸「人］用）

①T作用紙に「2 cm又22cm)の線を弓Iいてはさみ

で切り取る。

臼

2し］］］

②羽恨0)長さが月じになるよ，りに、 まん中を合わ

せて連乾用ボントてはり合せる。

（両向テ ー プではってもよい）

③危障0)ないよご）に羽根の角ぱ克く切っておく。

(2)バルサ材で作る（熊風屋外用）

ぐルサ汀で、 方ll艮紙と同穏U)長さにカッタ ー て

匂Jり岱ょくu 1[屈を：J cmO)もいも作ってみよう。

2'.oc:! ● I 『2いII

2 cm 

3ぐm

ホ�ンドで巾心を良く確詔してからはりあ
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わせる。

③しばらくして良く乾いたら、 羽根の両側を下の

図のように紙やすりでけずる。

O角はぶつかると危険なので丸くけずっておく。

〈右き苔用〉

〈羽根の断面〉

3. ブー メランの飛ばしかた

①ブー メランのはしを

図のように持つ。

〈左き苔用〉

〈右きき用〉

②ブー メランの向きは、 表を親指側にし、 まっす

ぐに立てる。

投げる時のねらいは、 目の高さより少し高いと

ころをめがける。

③投げるというよりは、 手首のスナップをきかせ

// // / ///;, 
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てよりたくさん回転するようにする。 前に押す

ように投げてはいけない。

4 。 オリジナルブー メランを作る〈応用編〉

①基本形の十字型ブー メランや、 三枚羽根ブー メ

ランの幅や形を少し変えてみる。 また、 はりあ

わせる角度も少し変えてみる。

②中心部分や、 羽根の形を変形してみる。

※変形する時、 右と左の重さを同じにすること！

③変形した形が何ににているか、 想像して色をつ

けてみる。



(3)ブー メランは2"-'3mのだ円を描いて戻ってき

ますので、 特に複数の友達と飛ばす時には全員

のブ ー メランが下についてから取りに行くよ

うにしないと目をつく可能性があり危険である。

この2種類とも、 できるだけ室内で行った方が

良いのだが、 くれぐれも、 人が前方と自分の回

りにいないことを確認してから投げる。

であっても、 投げる人の技術によって大きく変

わります。 この基本形で、 十分に投げ方を覚え

れば、 多少、 バ ランスの悪いブー メランでも何

とか戻ってくるようになりますので、 しっかり

練習して大いに楽しんで下さい。

(2)ブー メランの飛ぶ原理

① 「揚力を生み出す」

ブー メランの断面が飛行機のつばさのように

なっていることで、 つばさの前の方から風を受

けるとつばさを押しあげようとする力（揚力）

を生み出します。

6 。 資 料

(1)ブ ー メランについて

ブ ー メランは、 オ ーストラリアの原住民の武

器として一般に知られていますが、 大昔のエジ

プトやヨ ーロッパ・アメリカなどでも同様なも

のが発見されています。 ほとんどの地域では、

より高度なやりなどが発達していることにより

ブー メランは使われなくなってしまったが、 大

陸から離れているオ ーストラリアでは長いこと

使われ続けられたために、 オ ーストラリアのも

のと思われているようです。

このブーメランという言葉の言い伝えは、200年

前(1788年）キャンプテンクックがオ ーストラ

リアのシドニ ーに上陸し、 原住民とであった時

に原住民の持っていたものが何かを聞いたとこ

ろブ ーメランといわれたことから名前がつけら

れた………という説があります。

これらにはくの字形をした戻ってくるタイプの

ほかに、 ほぼまっすぐな形状の戻らないタイプ

のものも含まれています。 これらは狩りや戦い

の武器として使用されたものばかりでなく、 儀

式や祭りごとの時にたたいて音を出す楽器とし

て使われたり、 穴を掘ったりする道具としても

つかわれたようです。

これにたいして、 現在の世界のブー メラン協会

ではもどってくるものを「ブー メラン」 と定義

して、 もどらないものは「キラーステッキ」 と

か「スロー イングステック」（投殺棒。投飛棒）

とよんで区別しています。

ブー メランは、 日本でもプ ラスチックのおも

ちゃとして、 またスポ ー ツとして幅広く出回っ

ています。 でも、 ここに紹介した、 ブ ー メラン
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風の流れが遅い

風

気圧が高い

② 「ジャイロスコ ープ効果」（歳差運動）

ブー メランを立てて投げると、 上の羽根は進行

方阿に向かって回転し、 下の羽根は進行方向と

逆に回転することになります。

その結果、 風を切る速さがことなるために、 揚

カの大きさに違いが出てきます。 その揚力の違

いによって、 立てに回転しているブ ー メランを

横にたおそうとする力がはたらきます。 ところ

が、 ブ ー メランは回転しているために実際には

進行方向を変えるように力がはたらきます。

この結果、 ブ ー メランは、 常に左側に向きを変

えながら進む

ために、 左回

転でだ円をえ

がいてもどっ

てくるのです。

進行方向 大きな揚力

回転軸ミ〗ゞロ
小さな揚力




